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◇ 相手に分かりやすいように語句を選択して話すこと（「話すこと・聞くこと」）
学習指導要領における、話す速度や音量、言葉の調子や間の取り方、相手に分かりやすい語句

の選択、相手や場に応じた言葉遣いなどについての知識を生かして話すこと（第１学年Ａ話すこ

と・聞くこと）に関連する問題です。

＜学習指導に当たって＞

伝えたい内容を明確にして相手に分かりやすく伝わ

るように話す

インタビューなどを通して情報を集める際には、目

的や内容を明確にした上で、相手に分かりやすく伝わ

るように語句を選んで話すように指導する必要があり

ます。その際、相手の反応を踏まえて自分の話し方に

ついて検討するように指導することが大切です。例え

ば、インタビューのリハーサルの場面で、「引き出した

い情報を引き出すことができたのか」「相手に分かりや

すい語句を選んで話すことができたのか」などの観点

から尋ね方を振り返り、実際のインタビューに生かす

などの学習活動が有効です。

（参照）「言語活動事例集」P19～20

【H29全国学力・学習状況調査Ａ問題 ７一】

◇ 表現の仕方について捉え、自分の考えを書くこと（「書くこと」）
学習指導要領における、「伝えたい事実や事柄について、自分の考えや気持ちを根拠を明確に

して書くこと」（第１学年Ｂ書くこと）及び「文章の構成や展開、表現の特徴について、自分の

考えを持つこと」（第１学年Ｃ読むこと）及び「比喩や反復などの表現の技法について理解する

こと」（第１学年 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項）に関連する問題です。

＜学習指導に当たって＞

本を読んで感じたことや考えたことを交流

し、ものの見方や考え方を広げる

交流する際、例えば、印象残った場面や描写

を取り上げ、なぜその場面や描写が印象に残っ

たのかを具体的に説明する学習活動が有効で

す。

また、新聞やインターネットの書評、本のポ

ップなどを取り上げ、そこに書かれたものの見

方や考え方と自分のものの見方や考え方とを対

比させて新しい考え方を知ったり、自分の考え

を再構築したりする学習活動も効果的です。

（参照）「言語活動事例集」P45～46、P47～48

【H29全国学力・学習状況調査Ｂ問題 １三】

☆ 根拠として取り上げる内容が適切かどうかを吟味して書く指導を工夫しましょう。

☆ 多様な語句について理解を深め、語感を磨き語彙を豊かにする指導を工夫しましょう。


